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３. ハイパー原子核の研究で第21回原子核談話会新人賞を受賞
　Ｊ－ＰＡＲＣのハドロン実験施設で、2013年までに行った実験結果により、ＪＡＥＡ先端基礎

研究センターの杉村仁志 博士研究員が、Ｊ－ＰＡＲＣにおける大強度π中間子ビームを用いた「中

性子過剰ハイパー核６
ΛＨ探索実験」で、原子核談話会の新人賞

を受賞した。この実験では、陽子1個と中性子4個に、ラムダ粒

子１個を更に加え、人工粒子（ラムダハイパー核）を作り出す

ことで、原子核の中にどのような形でラムダ粒子を入れられ

るかという実験を行ったもの。実験結果は、中性子星の内部構

造解明の手がかりになる可能性がある。

　物質・生命科学実験施設に新しく設置した、世界初のエネルギー分析型中性子イメージング装

置（RADEN）で、初の中性子ビーム取出しに成功した。RADEN は、中性子線により物質内部を非

破壊で観察できる装置。当日は、国の安全審査代行機関である、原子力安全技術センターによる施

設検査が実施された。下右端の写真は、RADEN で取得した模擬サンプルの中性子透過画像。

２. パルス中性子イメージング実験装置、初ビーム取出しに成功（11月7日）

中性子による生花の観測RADEN 測定室内の様子
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「電子ニュートリノ出現現象の発見」
プレス発表での小林隆ディビジョン長
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Top News

　Ｊ－ＰＡＲＣの小林隆 素粒子原子核ディビジョン長と京都大学の中家剛教授は、T2K実
験における「ミューニュートリノビームからの電子ニュートリノ出現事象の発見」の業績に
より、2014年度の仁科記念賞を共同受賞した。仁科記念賞は、原子物理学とその応用に関し、
優れた研究成果をあげた研究者に授与される賞である。
　世界 11 カ国から約 500 人の研究者が参加する国際共同
実験『T2K（Tokai-to-Kamioka）実験』で、小林ディビジョ
ン長は実験グループ代表者、中家教授は物理解析総責任者
としてグループを牽引してきた。今回の受賞業績となった
発見（2013年7月19日プレス発表）は、宇宙の物質起源の
謎を解明する鍵を握ると考えられているニュートリノにお
ける粒子と反粒子の性質の違い（CP対称性の破れ）を実験
的に明らかにできる可能性も示している。
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７. ご視察等
１１月　７日　ペンシルヴァニア州立大学 材料科学・工学部門 Kwadwo Osseo-Asare 教授

１１月　７日　タイ外務省儀典部 Mr.Danai Karnpoj 公使、他

１１月１０日　文部科学省独立行政法人評価委員会

（１）加速器施設では、ビーム調整試験を行い、各実験施設へのビーム供給をそれぞれ再開した。

（２）物質・生命科学実験施設（MLF）では、4日より利用運転を再開。また7日、新規中性子ビーム

　　ラインBL22、ミュオンSラインなどの施設検査が実施された。 

（３）ニュートリノ実験施設では、2日からビーム利用運転を開始し、T2K実験を再開した。

（４）ハドロン実験施設では、放射線モニタ関係の設備を強化した。

４.２ 実験施設関連

４. 施設の状況
４.１ 加速器運転計画

12月の加速器運転は下記の通り。尚、運転計画は機器の調整状況により変更が生じる場合がある。

加速器運転を開始した制御室
（中央制御棟）

初ビーム取り出しに成功した BL22
（MLF）

改修工事を進めているハドロン実験施設

　Ｊ－ＰＡＲＣ施設利用者（ユーザー）のための宿泊施設「東

海ドミトリー」の宿泊棟増設（51 室）が終了し、部屋数はこれ

までの2倍の100室となった。11月1日から利用を開始した。

６. 東海ドミトリーⅡ期棟が完成

MLF供用運転（半日利用あり）

保守

50GeVシンクロトロン（MR）調整運転及びニュートリノ利用運転

物質・生命科学実験施設（MLF）スタディ

加速器チューニング＆スタディ
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５. ハドロン実験施設の事故検証に係る第7回有識者会議
　10 月 29 日、Ｊ－ＰＡＲＣハドロン実験施設の放射性物質

漏えい事故を検証する第 7 回有識者会議が東京で開催された。

Ｊ－ＰＡＲＣセンターは、昨年 8 月に本会議が答申した再発

防止策を踏まえ、これまで行ってきた安全管理体制の見直し

や、施設の改修状況などについて報告、その後、質疑応答が行

われた。総括審議の結果、取組みは適切に行われており、施設

再開の妥当性が確認された。なお、地元住民への説明と理解を

得ること、危機管理意識の継承について提言を受けた。
第７回有識者会議の様子

宿泊棟が増設された東海ドミトリー全景

増設した部分

BL22


